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湧
網
線
開
通
後
の
共
立
地
区
の
市
街
地

『
共
立
百
年
史
』
か
ら
抜
粋
・
編
集

＊
「
湧
網
線
開
通
当
時
」

昭
和

年
、
湧
網
線
の
全
線
開
通
に
よ
り
、
共
立
部
落
は
そ
れ
ま
で
の
農
家
の
点
在
す
る
農
村
風
の

28

部
落
か
ら
駅
を
中
心
と
し
た
部
落
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

駅
の
西
側
に
は
農
協
倉
庫
が
建
ち
、
肥
料
・
生
産
資
材
は
、
北
見
共
立
駅
で
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
農
協
倉
庫
横
に
は
鉄
鉱
石
積
場
が
で
き
鉄
鉱
石
が
貨
車
積
み
さ
れ
た
。

駅
前
の
道
々
沿
い
に
は
雑
貨
店
が
５
軒
建
ち
並
び
、
食
堂
、
集
乳
所
、
雪
印
職
員
住
宅
、
針
田
鉱
業

事
務
所
、
理
容
院
、
駅

号
横
に
国
鉄
職
員
住
宅

戸
、
日
通
住
宅
、
精
米
所
等
が
建
ち
並
び
、
加
藤

10

17

木
工
場
も
移
転
建
築
し
た
。
鉄
道
開
通
前
は
原
野
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
一
大
市
街
地
が
出
現
し
、
共
立

の
黄
金
時
代
に
入
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

＊
「
商
工
業
」

昭
和

年

月

日
、
湧
網
線
常
呂
・
下
佐
呂
間
間
の
開
通
に
よ
っ
て
北
見
共
立
駅
が
設
置
さ
れ
て
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か
ら
、
日
通
出
張
所
、
針
田
鉱
業
出
張
所
、
雪
印
集
乳
所
な
ど
が
開
所
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
加
藤
木
工
場
、
藤
の
屋
食
堂
、
小
栗
商
店
、
馬
渕
商
店
、
小
島
商
店
、
杉
野
商
店
、
昭
和

年
に
は
パ
チ
ン
コ
店
が
開
業
す
る
。

29

年
、
鷲
見
理
容
院
が
開
業
す
る
。
各
商
店
が
で
き
、
市
街
地
と
し
て
形
成
さ
れ
た
。

30

＊
「
と
し
つ
き
流
れ
て
」
馬
渕
つ
よ
子

…
私
た
ち
一
家
は
店
を
営
む
べ
く
豊
川
か
ら
共
立
地
区
に
移
住
し
た
の
は
、
湧
網
線
が
全
線
開
通
し

た
昭
和

年

月

日
の
１
ヶ
月
前
で
あ
り
、
現
在
の
木
屋
英
明
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ま
の
温
か
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い
ご
愛
顧
を
い
た
だ
き
、

年
間
食
料
品
店
を
営
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
ま
ず
も
っ
て

24

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

当
時
は
農
地
改
良
の
た
め
軌
道
客
土
工
事
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
従
業
員
宿
舎
も
あ
っ
て
活
気
に
満

ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和

年
代
の
共
立
地
区
に
は
日
本
通
運
や
国
力
鉱
山
の
詰
所
、
木
工
場
、
建
具
屋
、
精
米
所
、
飲

30

食
店
、
床
屋
、
パ
チ
ン
コ
店
、
雪
印
集
乳
所
、
食
料
品
な
ど
が
あ
り
、
駅
を
中
心
に
市
街
地
を
形
成
し

て
い
ま
し
た
。

夏
に
は
部
落
共
同
作
業
の
側
溝
清
掃
、
大
排
水
草
刈
り
は
年
中
行
事
と
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
、
共
同

作
業
の
終
了
後
の
団
ら
ん
は
地
域
住
民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
て

年
の
秋
か
ら
各
地
区
の
親
睦
と
発
展
を
高
め
る
趣
旨
の
も
と
に
地
区
別
対
抗
大
運
動
会

35

（
共
立
・
豊
川
・
富
丘
・
福
山
）
が
開
催
（
注
：
９
月

日
）
さ
れ
、
第
１
回
の
優
勝
が
共
立
地
区
で

23

あ
っ
た
思
い
出
は
記
憶
に
新
し
い
。
こ
の
地
区
運
動
会
は
、
各
地
区
が
仲
良
く
１
回
ず
つ
優
勝
し
て
終

わ
っ
て
い
ま
す
…
。
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＊
「
共
立
を
思
い
出
し
て
」
小
島
リ
セ

…
昭
和

年
、
湧
網
線
が
開
通
す
る
の
と
同
時
に
豊
浜
か
ら
共
立
に
移
っ
て
き
ま
し
た
。
駅
の
近
く

28

で
店
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
の
共
立
は
駅
の
開
通
に
合
わ
せ
店
が
次
々
と
で
き
、
ま
た
日
吉
の
鉄

山
か
ら
は
鉱
石
が
駅
に
集
積
さ
れ
、
毎
日
貨
車
で
輸
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
農
産
物
も
共
立
に
集
ま

る
よ
う
に
な
り
、
豆
機
関
車
に
よ
る
川
か
ら
肥
え
た
土
を
畑
に
入
れ
る
客
土
事
業
も
行
わ
れ
て
お
り
、

道
内
か
ら
の
出
稼
ぎ
の
方
々
も
大
勢
見
え
て
お
り
、
部
落
の
件
数
も
今
よ
り
ず
っ
と
多
く
、
ま
た
子
供

も
４
～
５
人
と
い
う
家
庭
が
多
か
っ
た
の
で
、
共
立
の
一
番
人
が
多
く
い
た
時
代
で
も
あ
り
、
活
気
の

あ
っ
た
頃
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

裏
の
空
き
地
や
鉄
道
官
舎
で
走
り
回
っ
て
元
気
に
遊
ぶ
あ
の
頃
の
子
供
た
ち
は
上
下
ツ
ギ
の
当
た
っ

た
も
の
ば
か
り
着
て
い
ま
し
た
が
、
文
句
一
つ
言
わ
ず
家
の
手
伝
い
を
し
、
遠
い
豊
川
ま
で
の
学
校
へ

歩
い
て
通
っ
た
姿
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

…
私
は
店
を
し
て
い
た
関
係
で
、
多
く
の
人
た
ち
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
店
に
来
る
お
客

さ
ま
と
お
話
し
す
る
の
が
大
変
好
き
で
し
た
。
共
立
の
人
た
ち
は
心
根
の
優
し
い
人
た
ち
ば
か
り
で
、

つ
い
つ
い
長
話
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
か
っ
た
と
、
今
は
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。
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「常呂町史」（昭和４４年）から

発行：常呂町 ＊地図データは昭和４２年

＊「常呂町農村戸別明細図」と違うのは、小栗商店右のあった

針田鉱業国力鉱山（昭和３９年１０月閉山）の事務所がないこと


